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【目的】近代英国において死亡水準改善をもたらした要因に関する、いわゆるマキューン・テーゼを取り巻く論争を検討し、公衆衛生の役割について考察する。
【方法】文献の収集と検討およびWeb of Scienceを活用した計量文献研究。
【結果】１．マキューン・テーゼ：　英国の社会医学史家Thomas McKeown(1912-88)が、1955年以降の一連の論文および著書”The Modern Rise of Population”(1976)、”The Role of Medicine”(同年)などで提唱した概念は、現在でも政策形成に大きな影響力を持っている。この“マキューン・テーゼ(McKeown Thesis)”は、(1) 18世紀以降の英国における人口増加は、主に死亡率の低下に起因する、(2) しかし、医療の進歩が死亡率低下に寄与したのは1930年代以降、公衆衛生の寄与は19世紀末以降であって、それ以前の死亡率低下は医療と公衆衛生からは説明できない、(3) 消去法により、19世紀以前の死亡率低下は食糧供給の増大によって人々の栄養状態が改善されたことによると考えられる、というものである。
　しかし、この主張は、(1) その後の歴史人口学の成果により、人口増加には出生率の上昇が大きく寄与したと考えられる、(2) McKeownの議論は種痘の効果を軽視し、また公衆衛生運動の成果を無視している、(3) 当時経済や栄養水準が向上していたか否かに疑義がある、などの反論があり、現在マキューン・テーゼはそのままの形では支持されていない。
２．計量文献的検討：　Web of Scienceにおいて、(1) McKeownの”Role of Medicine”を引用していた文献は年平均31.7件であった。同様に、Rene Dubosの”Mirage of Health”は11.3件、Ivan Illichの”Medical Nemesis”は39.7件であった。(2) (1)において、McKeownとDubosの引用件数は年代を通じてほぼ一定であったが、Illichの引用は1970年代および1980年代に多く、1990年代以降はMcKeownの引用件数を下回っていた。(3) 公衆衛生分野では、McKeown、Dubos、Illichとも年代を通じてほぼ一定であったが、医療分野では、出版直後に引用件数が多く、その後減少する傾向がみられた。また、医療分野では論説(editorial)の割合が大きかった。(4) McKeownの論文の引用状況をみると、1970年代には18世紀の死亡率を論じた論文の引用が多かったが、1980年代以降は19世紀の死亡率低下に関する論文の引用が多かった。
【考察】マキューン・テーゼの主張は、さまざまに論駁されているにも関わらず、議論が続いており、影響力を保持していると考えられる。ただし、その議論のされ方には変遷があるものと推測される。
